
令和 3 年 3 月

令和 8 年 3 月

令和 3 年度 令和 12 年度

１．事業概要

（１）

人

法適（全部適用・一部適用）
非 適 の 区 分

非適

事　業　形　態

職 員 数

施 工 地 区

民 間 活 用 の 状 況

 ア　民間委託

 ウ　ＰＰＰ・ＰＦＩ

 イ　指定管理者制度 -

-

改 定 日 ：

別添１１－１

北上市宅地造成事業経営戦略

事 業 開 始 年 月 日 平成1年9月5日

1 住宅用地造成事業事 業 の 種 類

柏野第２、３住宅団地
（和賀町藤根１地割15地内）

-

団 体 名 ： 北上市

事 業 名 ： 宅地造成事業

～

策 定 日 ：

計 画 期 間 ：



（２） 土地造成状況等
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円/㎡

円
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円

㎡
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柏野第２、３住宅団地
（和賀町藤根１地割15地内）

7,020

イ 総 面 積 105,591

造 成 地 処 分 状 況
（ 令 和 ７ 年 度 ）

カ 売出中区画に係る事業費

ウ ㎡ 当 た り 売 却 単 価
（ ア / イ ） 12,202

コ 売出中区画事業費回収率（予定）

（ エ × 100/ ア ） 110

ア 売 却 代 金 8,721,840

イ 売 却 面 積 714.76

ケ 売出中区画の販売予定代
金 170,790,000

施 工 地 区 名

ク ㎡当たり売出中区画造成単価
（ エ ／ オ ）

土 地 造 成 状 況

ウ ㎡ 当 た り 造 成 単 価
（ ア / イ ） 6,228

ア 累 計 事 業 費 657,655,000

155,917,000

ケ 売出中区画の販売予定単
価

（ ケ ／ キ ）
7,689

キ 売 出 中 区 画 の 面 積 22,211

エ 総 販 売 予 定 代 金 696,210,279

オ 総 事 業 費 回 収 率 （ 予 定 ）
（ ア ／ エ ） 106



（３） 現在の経営状況

㎡ ㎡ ㎡

㎡ ㎡ ㎡

円 円 円

㎡ ㎡ ㎡
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（４） 賃貸方式により造成地等を活用する場合における活用状況

２．将来の事業環境

（１） 周辺の社会経済情勢の状況

（２）

630

5,110,000

23,871

187,150,000

23,871

1,660

13,450,000

22,211

173,700,000

・当該分譲地は1.5㎞以内に２つの工業団地があることから、当初、宅地の高需要を見込み、造成した。
・市中心部より西側約10㎞に位置する農村部集落地にあり、幼稚園まで約3.9㎞、小学校まで約1.3km、中学校まで約4.0㎞、一番近
いスーパーマーケットまで約5.8㎞あり、病院はさらに遠い。
・分譲開始後の販売不振からH28、30と２度、値下げをしたが大きな購買促進に繋がっていない。
・今後、再々度の価格の見直し（値下げ）を検討するほか、そこに暮らす者への新たな支援等研究が必要である。
・処分計画は、決算に基づく資金不足比率に係る関係調査と整合を図っている。

残 区 画 代 金 （ 予 定 ）

残 区 画 面 積

【上記の収益、資産等の状況等を踏まえた現在の経営状況の分析】

・年度により売却区画数のばらつきがあるものの、改定前の経営戦略で目標としていた売却区画数は達成している。
　（目標：５年５区画→実績：５年１５区画）
・残区画数が60程度であり、価格見直し等を含め分譲促進をより一層図る必要が生じていると考えられる。

　　活用していない

21,851

170,790,000

　令和８年１月期における岩手県内経済情勢報告によると、経済情勢の総括判断は令和７年10月期より２期連続で「一進一退の状
況」である。先行きについては、「雇用・所得環境が改善する下で、各種政策の効果もあって、景気が持ち直していくことが期待され
る。ただし、物価上昇の影響や海外経済の動向等に十分注意する必要がある。」としている。
　また各項目は以下のように判断されている。
個人消費：持ち直している　　　（令和７年10月期）→一部に弱さがみられるものの、持ち直している
雇用情勢：弱含んでいる　　　　（令和７年10月期）→弱含んでいる
住宅建設：前年を下回っている（令和７年10月期）→前年を下回っている。
周辺の経済情勢はなお、予断を許さない状況が続いているといえる。

年 度

土地造成・処分の見通し

売 却 代 金

売 却 面 積

売 出 中 面 積

360

R7R6R5

2,910,000

24,501 22,211



（３）

３．経営の基本方針

土地売却収入（円） 23,230,000

柏野第２、３住宅団地
（和賀町藤根１地割15地内）

合計

0

0

39区画

12,651.01

9,010

0 0 0

23,540,000 22,930,000 23,290,000 113,990,000

8,925 8,910

21,000,000

売却単価（円/㎡）

9,199.99

　　誰もが快適に暮らし続けられる快適な住居環境の形成・整備及び廉価で優良な住宅地を提供する。

７区画

第３：７区画

8,930 8,930 9,415

-

'

　都市計画課全18人のうち、宅地分譲を担当している職員は１人で、他の業務と兼務している状況であり、今後もこの体制を維持し
ていく。

組織の見通し

当該年度末（予定）未売却面積（㎡） 19,248.22 16,606.25 14,038.41 11,430.40

0 0

８区画
第２：１区画
第３：７区画

８区画
第２：１区画
第３：７区画

８区画
第２：１区画
第３：７区画

８区画
第２：１区画
第３：7区画

売却面積（㎡） 2,602.78 2,641.97 2,567.84 2,608.01 2,230.41

造成面積（㎡） 0 0 0 0 0

処分計画

施 工 地 区 名

項　　　　目 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度

造成実績・計画



４．投資・財政計画（収支計画）

（１） 投資・財政計画（収支計画）　：　別　紙　の　と　お　り

（２） 投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

③　収支計画のうち投資以外の経費についての説明

（３） 投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

①　今後の投資についての考え方・検討状況

既 存 の 造 成 計 画
の 見 直 し

　　新規の造成計画はない。新 規 造 成 計 画

民 間 活 用

そ の 他 の 取 組

　　計画の見直しはない。　※ 造成工事完了済

　　投資に係る民間活用の計画はない。
　　（宅地建物取引業者の媒介に対し、媒介手数料を予算化している。）

　　その他の取組みの予定はない。

①　収支計画のうち投資についての説明

目 標

②　収支計画のうち財源についての説明

目 標

　新たな投資計画及び新たな取組の計画はない。

　維持管理費等縮減のため、可能な限り「前倒し」で処分（分譲）する。

　歳入・歳出金の明確化のため、土地売払い収入金を一般会計へ繰出しし、一般会計からの繰入金を分譲促進及び管理費に充て
ている。

　　・造成工事は終了しているため、未処分地に係る年に数回の草刈り業務委託料等、維持管理費が継続する。

　　・給与等人件費の支出は計上していない。　※ 職員の兼務のため一般会計に計上



②　今後の財源についての考え方・検討状況

③　投資以外の経費についての考え方・検討状況

５．公営企業として実施する必要性

* 内陸工業用地等造成事業及び住宅用地造成事業について記載すること。

【参考】「観光施設事業及び宅地造成事業における財政負担リスクの限定について（通知）」（平成23年12月28日付け総務副大臣通知）　抜粋

６．経営戦略の事後検証、改定等に関する事項

　　その他の取組みの予定はない。

　当該地に近い場所（1.5㎞以内）に２つの工業団地があり、宅地の高需要が見込めるものの、市中
心部から離れているため（市庁舎から11㎞以上）民間業者による宅地開発は望めないことから、公営
企業として造成し分譲開始したものである。

　これまで２度の価格改定を行った後、売却区画数に年度間の波があったものの、購買意欲に一定
程度の好影響を与えたものと考えられる。
　今後、更なる価格改定を検討するほか、そこに暮らすことが他に比して魅力的なものとなるよう、新
たな価値の創生を研究し、毎年度経営戦略の進捗確認を行うとともに、売却実績に応じ随時見直し
を図る。次回改定を計画終期（令和12年度末）に予定する。

１　観光施設事業及び宅地造成事業（内陸工業用地等造成事業及び住宅用地造成事業に限る。以下同じ。）を新たに行う場合には、次の点に
　御留意いただきたい。
　(1)　地方公共団体が公営企業により実施するのではなく、第三セクター等、法人格を別にして事業を実施すること。
　(2)　事業を実施する法人においては、事業自体の収益性に着目したプロジェクト・ファイナンスの考え方による資金調達を基本とすること。
　(3)　法人の債務に対して地方公共団体による損失補償は行わないこと。
　(4)　法人の事業に関して、地方公共団体による公的支援（出資・貸付け・補助）を行う必要がある場合には、公共性、公益性を勘案した上で
　　必要最小限の範囲にとどめること。
３　既存の観光施設事業及び宅地造成事業についても、地方公共団体の財政負担のリスクを限定する観点から、１の手法の導入について
　御検討いただきたい。

経営戦略の事後検証、
改 定 等 に 関 す る 事 項

そ の 他 の 取 組

売 却 単 価 の 設 定

繰 入 金

資 産 の 有 効 活 用 等 に よ る
収 入 増 加 の 取 組

そ の 他 の 取 組

公営企業として実施する
必 要 性

　　維持管理に係る委託料が継続する。

　　給与等人件費の支出は計上していない。　※ 職員の兼務のため一般会計に計上

委 託 料

職 員 給 与 費

土 地 売 却 の 促 進

企 業 債

　　一般会計からの繰入金を財源とし、チラシを作成配布する等のPRを行い、売却を促進する。

　　周辺の実勢価格と比較し割安感を出すため、「売却単価」を低めに設定する。

　　企業債の計画はない。

　　「一般会計」から「宅地造成事業特別会計」に繰入れ、販売促進、管理費用に充てている。

　　資産有効活用の計画はない。


